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2004年6月28日

〒104－8001 東京都中央区銀座8-4-17
株式会社リクルート

HR首都圏ディビジョン
水谷 智之

この度リクルートでは、リクナビ登録会員のうち、2004年4月～2007年3月までに卒業（予定）の留学生に
対して、就職意識・就職活動についてのアンケート調査を実施いたしました。
その集計結果がまとまりましたので、ここにご報告させていただきます。

■国内大学生に比べ、海外留学生のキャリア意識の高さが浮き彫りに。

・就職先選択の条件として海外留学生の方が強く意識する項目
（※国内大学生との意識差が大きな上位2項目）

・就職先選択の条件として国内大学生の方が強く意識する項目
（※海外留学生との意識差が大きな上位2項目）

・海外留学生の約6割（58.8％）が「規模にはこだわっていない」と回答。

国内大学生と比較して、海外留学生が、企業の知名度や規模よりも仕事のやりがいや海外で培った知識・専
門性を活かせるかが重視されており、キャリアとワークスタイルに対する意識の違いが浮き彫りとなった。

■日本へのUターン就職が増加。

勤務地に日本を希望する海外留学生が、31.5%と2年前に比べ9.2%増加している一方で、日本以外の国で働
きたいという学生は、13.0%と8.5%減少している。
背景として、2001年にアメリカで起きたテロ等、国際情勢の影響や、現地での労働ビザ取得が困難になったこ
との影響も、大きな要因と考えられる。

■2004年6月までに卒業予定の海外留学生の73.7%が内定未取得。
就職活動を行っている海外留学生のうち、1社も面接を受けていない学生が半数以上（59.2%）に上る。
国内大学生に比べ、大学のカリキュラムや卒業時期が日本と異なる海外大生は日本での就職活動の機会が
非常に限られていることが影響しているようだ。

【本件に関するお問い合わせ先】

http://www.recruit.co.jp/corporate/support/inquiry_press.html

調査結果の概要

海外留学生 就職活動調査 2004
国内大学生との比較から見る、海外留学生の就職意識・就職活動の特徴

海外留学生 就職活動調査 2004
国内大学生との比較から見る、海外留学生の就職意識・就職活動の特徴

【海外留学生】 【国内大学生】

自分の経験・専門が生かせる 61 .8% 30.7%

仕事の成果や業績が正当に評価される 52 .1% 33.6%

【海外留学生】 【国内大学生】

順調に業績を伸ばしている 28.9% 41 .4%

企業そのものや商品がブランドとして広く認知されている 22.9% 35 .4%

http://www.recruit.co.jp/corporate/support/inquiry_press.html
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【調査概要】

■調査対象
『リクナビ2005』（注1） 登録会員のうち、日本以外の大学／大学院で学位を取得（予定）の
日本人留学生4288名（卒業時期は、2004年4月～2007年3月予定）
（注1） 大学生・大学院生のための就職情報サイト URL：http://www.rikunabi2005.com/05/JP/

■調査方法
オンラインアンケート
（リクナビ会員に対してEメールで告知の上、『リクナビ2005』上のアンケートページにて回
答を募集）

■実施期間
2004年3月12日－2004年4月1日

■有効回答数
686件（16.5％） ※各データは無回答サンプルを除いて集計

【比較した国内学生調査の概要】

就職ジャーナル版 『就職白書2003』

調査対象：2004年3月卒業予定の（日本）全国4年制大学生14,000名
調査方法：郵送法 集計人数：1,420名 調査期間：2003年9月12日－2003年10月3日
実施：株式会社リクルート 就職ジャーナル編集部

リクナビ 就職プロセス調査

調査対象：リクナビ登録者のうち、2004年3月卒業予定の大学生（2003年1月度および6月度調査）
調査方法：インターネット調査 調査期間：2003年1月29日－2月2日、2003年6月25日－7月1日
実施：株式会社リクルート メディアプロデュース1部
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Ⅰ． プロフィール

平均年齢 23.5歳

■年齢構成（N=678)■男女の比率（N=686)

■日本での最終学歴 (日本で生まれ育った者N=668)
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38.0%

38.3%

50.3%

47.2%
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30.7%

77.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分がやりたい仕事ができる

自分の経験・専門が生かせる

企業戦略やビジョンが優れている

海外勤務の可能性がある

仕事や研修を通じて専門的知識や技術が身につく

職場に活気がある

仕事の成果や業績が正当に評価される

仕事を通して幅広い人脈形成ができる

経営者が魅力的である

優秀な人材が多い

社会や地域に貢献している

給与・福利厚生など待遇がよい

世の中に影響を与える仕事ができる

責任のある仕事をまかせてもらえる

順調に業績を伸ばしている

職場が美しく快適である

通勤に便利な勤務地である

雇用が安定している（失業の心配がない）

企業そのものや商品がブランドとして広く認知されている

売上や利益が高い

たくさんの優良顧客を持つ

周囲に今の会社に勤めていることを自慢できる

技術や特許など、多くの知的資産を持っている

工場・研究所等の設備が充実している

海外留学生は、国内大学生と比べて、「企業の認知度」や「業績」などよりも、「仕事のやり
がい」や「専門性」について重視しているといった、キャリア意識の高さがうかがえる。

・海外留学生の方が強く意識する項目

・国内の大学生の方が強く意識する項目

Ⅱ-①．海外留学生の就職意識 <就職先選択時の重視条件>

■就職先選択時の重視条件（複数回答）

【海外留学生】 【国内大学生】

順調に業績を伸ばしている 35.4% 41 .4 %

企業そのものや商品がブランドとして広く認知されている 22.9% 35 .4 %

【海外留学生】 【国内大学生】

自分の経験・専門が生かせる 61 .8% 30.7%

仕事の成果や業績が正当に評価される 52 .1% 33.6%

海外留学生 国内学生 差

（N=678） （N=1391） （海外－国内）

72.3% 77.0% ▲4.7

61.8% 30.7% 31.1

58.3% 51.4% 6.9

55.6% - -

55.2% 46.0% 9.2

53.1% 46.3% 6.8

52.1% 33.6% 18.5

47.6% 30.3% 17.3

44.1% 29.9% 14.2

43.2% 31.9% 11.3

42.9% 47.2% ▲4.3

42.0% 50.3% ▲8.3

41.7% 38.3% 3.4

37.2% 38.0% ▲0.8

28.9% 41.4% ▲12.5

27.0% 27.7% ▲0.7

25.2% 32.2% ▲7.0

25.1% 34.2% ▲9.1

22.9% 35.4% ▲12.5

15.9% 25.4% ▲9.5

15.6% 17.7% ▲2.1

13.3% 15.4% ▲2.1

13.0% 18.3% ▲5.3

9.6% 9.1% 0.5

海外留学生（就職・進学希望者N=678）

※国内大学生（N=1391）

　 『就職白書2003』より
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■企業規模に関する希望 （就職・進学を希望している者N=674）

Ⅱ-②．海外留学生の就職意識 ＜企業規模に関する希望＞

※国内の4年制大学生：
就職プロセス調査（2004年3月卒業予定の4年制大学生）
2003年6月末時点の意向

海外留学生の約6割（58.8％）が「規模にはこだわっていない」と回答。
国内大学生に比べ、「企業規模にはこだわらない」と回答した人の比率が17.2ポイント高い。
これは、海外留学生が、企業の知名度や規模よりも仕事のやりがいや海外で培った知識・専門性を活か
せるかを重視する傾向が高いと考えられる。

55.5%

56.2%

52.3%

31.5%

22.3%

23.6%

13.0%

21.5%

24.1%

2004年調査(N=677)

2002年調査(N=601)

2000年調査(N=365)

勤務地にはこだわらない 日本で働きたい 日本以外の国で働きたい

■勤務地に関する希望 （就職・進学を希望している者）

Ⅱ-③．海外留学生の就職意識 ＜勤務地に関する希望＞

勤務地に日本を希望する海外留学生が、2年前に比べ約10ポイント増加。
背景として、2001年にアメリカで起きたテロ等、国際情勢の影響や、現地での労働ビザ取得が困難になった
ことも大きな要因であろう。また「日本以外の国で働きたい」と回答する学生も、4年前から減少傾向にある。

（注）：企業規模
大手企業： 従業員1000人以上
中堅・中小企業: 従業員1000人未満

（注）

58.8%

41.6%

26.4%

35.5%

14.8%

22.9%

海外留学生(N=674)

国内大学生

規模にはこだわっていない 大手企業を希望 中堅・中小企業を希望
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Ⅲ．海外留学生の就職活動 ＜就職活動の状況＞

■就職活動の状況（就職を希望している者N=594）

＜卒業時期別＞

■就職活動のためにアプローチした企業社数（就職活動をしている・終了した者）

0社 5社未満 5－9社 10－14社 15社以上

①2004年6月までに卒業予定の海外留学生で、就職を希望する学生のうち、73.7％が、
2004年3月時点で内定を1社も持っていない。
②就職活動を行っている学生のうち、1社も面接を受けていない学生が半数以上
（59.2%）に上る。
国内大学生に比べ、大学のカリキュラムや卒業時期が日本と異なる海外大生は日本での就職活動の機
会が非常に限られていることが影響しているようだ。

59.4%

73.7%

67.4%

4.5%

29.0%

14.1%

25.2%

5.7%

7.1%

3.3%

3.9%

2.1%

2.0%

2.1%

0.6%

全体（N=594）

2004/4/1～6/30（N=156）

2004/7/1～12/31（N=242）

就職活動中だが、まだ１つも
内定は受けていない

内定はもらっているが、
就職先はまだ決めていない

就職先が決まり、
就職活動は終了した

まだ活動はしていないが、
まもなく始める予定

当分の間は
就職活動の予定はない

28.6%

19.7%

59.2%

20.5%

33.0%

23.4%

17.4%

19.9%

9.2%

14.5%

12.8%

4.5%

19.0%

14.6%

3.7%

資料請求をした会社数

応募した（履歴書、レジュメを送付した）会社数

面接を受けた会社数

（N=385）

（N=391）

（N=369）

■就職活動の状況（ 就職活動をしている者 ）


